
令和２年９月定例会 請願 

 

令和２年請願第２号 

「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につながる少人数学級」の実現を求

めることについての請願書 
 
・受理年月日 
令和２年８月 27 日 

 

・請願の要旨 

新型コロナウィルス感染防止対策として学校の教室が密集状態になることを避けるとともに、

行きとどいた教育を進めるためにも現行４０人学級より少ない少人数学級実現は喫緊の課題です。

国が必要な措置を速やかにとって、少人数学級を実現するよう要望して下さい。 

 

請願内容 

国に対して「安心・安全で、ゆきとどいた教育実現につながる小学校、中学校、高校の少人数

学級」を速やかに実現することを求める意見書を提出してください。 

 

・請願者の住所氏名 

 盛岡市本町通１丁目１０－３５ 

少人数学級を実現する岩手の会 

代表 田代高章 

 

・紹介議員 

 深澤 秋子 

 

・処理経過 

令和２年８月 31 日、令和２年９月定例会本会議において民生常任委員会へ付託しました。 

上記項目を記載した請願文書表を全議員及び本会議に出席した当局職員へ配付しました。 

令和２年９月 16 日継続審査となりました。 

令和２年12月18日の12月定例会本会議において、千葉榮民生常任委員長から委員会での審査の

結果「採択すべき」とする報告があり、採決の結果、賛成多数で「採択」しました。 

請願と同趣旨の意見書を議員提出議案として提出し、可決の上、国の関係機関に対して意見書を

提出しました。 

 


